
先進的なアプリケーションのための革新的な技術

Advanced technologies
for breakthrough applications.



はじめに
インターシステムズ社は、1978年に設立され、米国マサチューセッツ州ケンブリッジに本社を
置く、株式非公開のソフトウェアカンパニで、世界23カ国にオフィスを有します。インター
システムズ社の先進的なデータベース、インテグレーション、ビジネスインテリジェンス
技術は、最大の信頼性と性能が要求される医療、金融サービス、通信、その他の分野で広く
活用されています。

インターシステムズ社の先進的な顧客には、TDアメリトレード、ブリティッシュテレコム、
クリーブランドクリニック、クレディスイス、ドイツ銀行、ジョンズホプキンス、カイザーパー
マネンテ、プルデンシャル生命、米国退役軍人省、ボルボ、Paltac、名古屋大学附属病院、
その他、数多くの組織や企業があります。
また、インターシステムズ社は、リーディング・アプリケーション・プロバイダが、その革新
技術を活用して、競合性を高められるよう努力をしています。アプリケーション・パートナには、
エピックシステム、ファイサーブ、GEヘルスケア、シーメンスメディカル、東芝住電医療情報
システムズ、ムラタシステム、NTTデータを含む多数の企業があります。

先進的なソフトウェア

インターシステムズ社は、他のソフトウェア会社とは一線を画した先進的な技術を開発し、
比類のない能力とシンプルさを提供します。

ワールドクラスのサポートと行き届いたサービス

株式非公開企業のため、インターシステムズ社は四半期利益目標ではなく、パートナ各社様
のサポートに注力することができます。

インターシステムズ社では、社員一人一人がパートナ各社様の成功を支援することに情熱を
もって行動をしています。広範なオンライン、クラスルーム・トレーニングと、技術専門家に
よる24時間365日のワールドワイドなサポートを提供しています。

■ InterSystems Caché®  世界で最速のオブジェクトデータベース、医療アプリ
ケーションに組み込まれているNo.1のデータベースエンジン

■ InterSystems Ensemble®  接続されたアプリケーションのためのシームレス
な統合・開発プラットフォーム

■ InterSystems DeepSeeTM  Caché、または Ensemble をベースとした
ソリューションに組込んで、リアルタイムのビジネスインテリジェンス機能を提供する
独自のソフトウェア

■ InterSystems HealthShareTM  地域または国レベルの先進的な医療情報
交換プラットフォーム

■ InterSystems TrakCareTM  電子患者記録の迅速な開発を実現するWeb
ベースの医療情報システム

　*TrakCare は日本では販売しておりません
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欧州宇宙機関 Cachéを使用し銀河の地図を作成

 欧州宇宙機関（スペイン）

2012年に、欧州宇宙機関（ESA）では、3次元の銀河地図を作成するという意欲的な
ミッションが開始されます。膨大な量のデータの高速保存と分析が必要なため、ESAは、
ガイアミッションの科学的処理の支援に、革新的なデータベース技術であるInterSystems 
Cachéを選択しました。

ガイアでは、5年をかけ、銀河の10億個もの星を調査する予定です。全ての星について
約70回データを収集し、位置、距離、動き、そして明るさの変化について、正確に計測を
します。ガイアミッションでは、太陽系外の惑星、褐色矮星などの何十万もの新しい天体の
発見が期待されています。また、ガイアは太陽系内の何十万もの小惑星を観測することに
なります。

これら全てを合わせると、天文学的な
量のデータが収集、分析されることに
なります。ガイア衛星の中核となるの
は Astrometric Global Iterative 
Solution (AGIS)と呼ばれるシステム
で、ガイアが測定した全データを繰り

返し分析して精度を高めます。その一連の処理において、AGISは、最大で50億のJava
オブジェクトを7日以内にデータベースに挿入することが求められます。Cachéは、少ない
ハードウェアで、ESAが要求するパフォーマンスと拡張性を提供することができた唯一の
データベースです。

鍵となるのは、Cachéにしかない革新的な技術です。Cachéは、Javaオブジェクトを、
データベースエンジンに使用されている多次元構造内に、直接挿入することが可能です。
ESAガイアミッションの科学事業管理者であるウィリアム・オミュレーヌ氏は次のように
述べています。「Cachéによって、他のデータベースより、非常に優れた性能と拡張性を
得ることができました。」

ガイアが収集する情報によって、科学者達は、銀河の起源、構造、そして進化の歴史について
多くのことを学ぶ機会を得られます。

Cachéによって、他のデータベースより、
非常に優れた性能と拡張性を得ることができました。

ESAガイアミッション
科学事業管理者　ウィリアム・オミュレーヌ氏
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南アフリカで最大の病理学研究機関
TrakCare Labを使用してHIV/AIDSと戦う
4,400の診療所と病院を支援

 国立医療検査サービス（南アフリカ）

南アフリカ国立医療検査サービス（NHLS）では、InterSystems TrakCare Lab™ を配備
するに当たり、２つのフェーズのうち、第１フェーズを成功裏に完了しました。統合された
検査サービスが、政府のプログラムの鍵となる部分です。このプログラムは、耐性結核、
HIV/AIDS、医療サービス提供全体を含む、伝染病や慢性疾患の管理を改善するものです。

NHLS は、全ての公衆衛生分野の病理
検査を実施しており、また幅広い分野の
研究と疾病監査を行い、南アフリカの公的
医療制度下の4,000の診療所と400の
病院を支援しています。この制度により、
南アフリカの全人口4,500万人中、保険
未加入の約3,800万人が医療を受けることができます。NHLSは国家医療局を支援し、
南アフリカにある250以上の検査機関で6,500人を雇用しています。第１フェーズでは、
南アフリカの南東に位置するクワツル・ナタル地方の54の検査機関で実装を完了しました。
ここは、世界で最初にHIV/AIDS が蔓延した地域です。TrakCare Labで検査とその結果
が迅速に戻されるので、HIV陽性人口の多いこの地域で、速やかに治療が行えます。

TrakCare Labはコストの削減と生産性の向上に貢献しています。また、公的医療制度の
下で働く4万人近くの医療専門家へのサービスレベルを大きく向上させています。

このプログラムでは、高性能なオブジェクトデータベースであるInterSystems Cachéを
セントラル・レポジトリとして利用したTrakCare Labをネットワーク上に配備しています。
また、接続可能なアプリケーションの統合・開発のためのシームレスなプラットフォーム 
InterSystems Ensembleを使用し、複数のアプリケーションと情報レポジトリのスムース
な統合・接続を実現しています。

NHLS、CEOのサジー・ピレイ氏は次のように述べています。「病理学サービスの必要性は、
この4年間で106%も増加しました。最高水準の検査と疾病監視サービスへの要望はかつて
ないほど高まり、ワールドクラスの検査情報管理システム（LIMS）の導入が必要でした。
主要なLIMS製品を徹底的に評価し、TrakCare LabシステムがNHSLにとって最適な
選択であると確信しました。」

主要なLMS製品を徹底的に評価し、
TrakCare LabシステムがNHSLにとって
最適な選択であると確信しました。
NHLS、CEO サジー・ピレイ氏
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イピランガ社 Ensembleで統合コストを50％削減

 ブラジルの石油会社 イピランガ（ブラジル）

地方財務局とブラジル国税庁が定める基準に適合するため、ブラジルの石油会社である
イピランガは、商用のNF-eアプリケーションを選択しましたが、これには、既存のソフト
ウェアシステムを接続する必要がありました。この決定により、もう１つの大きな課題が
生まれました。それは、同社の請求システムABADI（イピランガ資金・預貯金オートメー
ション）と統合した結果生じる複雑さをどのように制御するかというものです。

イピランガはEnsembleを選択することでこの問題を解決しました。イピランガの情報
管理システム部 アドバイザであるベッツィー・ラベロ女史によると、インターシステムズの
技術の主要な３つの特徴は、同社の決断の礎となりました。「Ensembleのパフォーマンス、
堅牢性、安定性は、まさしく製品の強みです。当社では、2005年から唯一の統合プラット
フォームとしてEnsembleを使用しています。さらに、ABADIはCaché上で稼働してい
ます。このことも、私達の決断に影響を与えています」と、ラベロ女史は説明します。

このプロジェクトは、約10カ月で完了しました。Ensembleによって、NF-eアプリケー
ションのリソースを単純化することができました。ABADIと統合・開発を行うために、
リソースをサービスに変換し、アプリケーションの複雑さを排除したのです。ラベロ女史は
次のように述べています。「Ensembleによって、多額のコストカットと、当社SOA実装の
機会を得ただけではなく、より迅速な開発と、今までよりはるかにシンプルにシステム
管理を行うことができるようになりました。」

また、イピランガは、Ensemble の
技術を使用して、Siebel CRMソフト
ウェアの実装に必要な全ての統合開発
を行いました。ラベロ女史は次のよう
に述べています。「ERP､ ABADI、メン
テナンス・設備管理システム、ビジネ

スポータルなどを含め、全ての開発すべき統合についての構想を立てました。統合された
33のサービスのうち、約16は再利用されたため、約50％も節約することができました。」

インターシステムズのパートナであるビサオ・ヴァーチャル社は、イピランガの２つの統合・
開発プロジェクトを担当しました。同社理事、エドゥアルド・コエーリョ氏によると、
これらの取組みは、インターシステムズの技術の可能性について示していると言います。
コエーリョ氏は次のように述べています。「Ensembleなしでは、このような方法をとる
ことはできなかったでしょう。習熟した有能なチームは必要ですが、Ensembleの堅牢性と
性能は、実に素晴らしい。」

Ensembleのパフォーマンス、堅牢性、安定性は、
まさしく製品の強みです。

イピランガ、情報管理システム部　アドバイザ
　ベッツィー・ラベロ女史
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スコットランドNHS 
電子患者記録にTrakCareを選択

 スコットランドNHS/国民医療サービス（スコットランド）

インターシステムズは、スコットランドの国民医療サービス(NHS)が推進する「eHealth
プログラム」において、重要な役割を果たしています。このプログラムの構想は、スコット
ランド中の医療を接続するという革新的なものです。具体的には、地域 NHS 組織の
大規模なコンソーシアムは、TrakCareを全国患者管理システムとして導入することを
決定しました。さらに、スコットランドNHSは、InterSystems Ensembleを彼らの統合
プラットフォームに選択しました。

スコットランドの「eHealth」戦略は、全国
で利用できる単一のシステムの構築を
目指しています。これにより、認定された
医療専門家は、それぞれの医療設定に
関係なく、患者管理記録に即座にアクセス
可能になります。５つの地域のNHS組織
のコンソーシアムであるNHSナショナルサービス・スコットランド（NSS）が設置され、
医療情報システムの選定を行いました。NSSは新しいソリューションを実際に使用する
関係者の詳細な意見を収集しました。NHS組織のコンソーシアムから160人以上の医師、
看護師、事務スタッフ、経営者が参加し、当初候補となった７ベンダについて、厳しい評価を
行いました。eHealthプログラム委員会 会長のアラン・ローリー氏は、次のように述べて
います。「TrakCareは、患者の安全を推進しつつ、円滑な患者サービスを提供し、より
迅速な診断と治療の提供に重要な役割を果たすと考えます。」

TrakCareは、患者の安全を推進しつつ、
円滑な患者サービスを提供し、
より迅速な診断と治療の提供に
重要な役割を果たすと考えます。
eHealthプログラム委員会 会長、アラン・ローリー氏
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CachéとEnsembleが支える
米国の現役・退役軍人向けの医療システム

 軍人退役省、国防総省（米国）

インターシステムズ社の先進的なソフトウェア技術は、米国で配備されているいくつかの
画期的な医療アプリケーションにパワーを与えます。

国防総省（DoD）のミリタリ医療システム（MHS）では、主要な医療情報システムと、戦場で
使用されている類似システムの基盤にInterSystems Cachéを使用しています。レガシー
データベースシステムをCachéにアップグレードしたことで、MHSのパフォーマンスと
拡張性は劇的に向上し、ハードウェア要件が下がり、高い相互運用性を実現するさらに
オープンな環境を獲得しました。

退役軍人省（VA）は、国内最大の医療システムを運用しています。1,300以上の病院や診療
所などの施設を有し、年間540万人以上の患者の治療にあたっています。このシステムの
中心となるアプリケーションは、Cachéを基盤とした電子診療記録（EMR） VistAです。 
医師はWebポータルであるVistAを使用して、診療する各患者の診療データや履歴データ
を含む完全な医療記録を即座に得ることができます。また、VistAシステムには医師の指示
入力モジュールも用意されており、今後の治療や予防接種などの確認を表示することが
できます。

VAでは、InterSystems Ensembleを使用し、「My HealtheVet」と呼ばれる個人の医療
記録を通じて、退役軍人がVistA EMRを参照することを可能にしています。My HealthVet
で、退役軍人は、診療歴や検査結果などに簡単にアクセスできます。また、受診予約、
担当医師へのメッセージのやり取りを安全に行うことができるほか、健康指標の時間による
経過変動を正確に追跡、グラフ化します。さらに、バイタルサインのレポートを印刷して、
VAの電子ネットワーク外の医師に渡すことも可能です。My HealtheVetは、患者が自身の
医療で積極的な役割を果たせるようにし、また、コストを抑えながら医療の質を改善する
ためのモデルとなっています。

DoDとVAの両組織が中核アプリケーションにインターシステムズ社の技術を使用して
いるため、2つのシステム間での情報交換が非常に容易です。全米の軍関係者は、現役・
退役に関係なく、マウスを数回クリックするだけで完全な医療情報が利用可能になります。
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4万5千人のベルギー警察官の行動調整を行うCaché

1996年に起きた悲劇的な犯罪とその余波を受け、ベルギー警察部隊では徹底的な改編が
行われました。1998年には、ベルギーの196の独立した市警管轄（各々の情報システムを
寄せ集めて使用）、連邦警察（独自の情報システムを保有）と、犯罪捜査課を合併し、連邦
と地方という２レベルの警察部隊を作り、単一組織へ統合する新しい法律が制定されま
した。また、その法律には、連邦警察に対して、全ての部隊が共有できる単一のコンピュー
ティング・ハードウェアおよびソフトウェア
アーキテクチャの開発が含まれていました。
核となるデータの管理と、アプリケーション
の基盤に、連邦警察はCachéを選択しま
した。

連邦警察の情報技術ディレクタ、エディ・ムイラート氏は、Cachéを使った一覧の新しい
アプリケーション開発を監督しています。これには、高度なセキュリティのWebポータルを
介してアクセスするアプリケーションによる、輸送、捜査管理、送金モジュールを含んで
います。また、Cachéは、ファイル管理、人事、物流、給与支払い、電話番号検索、といった
日々の警察を運営する上で必要なアプリケーションをサポートしています。「全てのアプリ
ケーションが現場で完全に運用可能になれば、約2万4千台のPCから、4万5千人の警察
職員が、24時間365日、使い続けることになるでしょう」と、ムイラート氏は述べています。

「OSにRedHat Linuxを使用し、インテルを実装したハードウェアとCachéの組み合わせは、
間違いなく信頼性が高く、速く動作します。」

捜査管理モジュールは、様々なフォーマットのイベント、人、交通機関、場所、その他詳細点
などといった情報を１つに集め、捜査員が１つの事件を広範に俯瞰できるようになって
います。また、クロスリファレンスとデータ解析の機能もサポートしています。「このアプリ
ケーションは、Cachéのもつ革新的なオブジェクト指向の特徴を明確にするもので、我々が
どのように行動するのかを自然な形でデータベースにモデル化することができます」と
ムイラート氏は述べています。

「これまでであれば、よく知られたリレーショナル・データベース技術を選択していたで
しょう。その意味ではCachéは全く新しい選択でした」と、ムイラート氏は続けます。「し
かし、以前に警察部隊で使っていた Sybase と Informix から、データ、メタデータ、
ストアドプロシージャをCachéへ簡単に移行できることと、Cachéのパフォーマンスと
信頼性、最小限のハードウェアで動く、ということが重要なポイントだったのです。」

OSにRedHat Linuxを使用し、インテルを実装
したハードウェアとCachéの組みあわせは、間違
いなく信頼性が高く、速く動作します。
連邦警察　情報技術ディレクタ、エディ・ムイラート氏

 ベルギー警察（ベルギー）
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スパー・オーストリア
CachéベースのERPシステムで店舗の管理を強化

ザルツブルグに拠点を置き、世界でも大規模な食品小売チェーンであるスパーのグループ
企業、スパー・オーストリアは、国内で1,300店舗を擁する40億ユーロ規模の会社です。
同社はエンド・ツー・エンドのERP（基幹業務システム）とPOSシステム（販売時点管理
システム）を利用し、各地域店舗のマネージャの在庫管理業務を支援したいと考えていま
した。いくつかの選択肢を細かく調査し、スパー・オーストリアは、オブジェクトデータベース
のInterSystems Cachéを基盤とするソリューション、IMAge (食品小売業界向け統合
管理アプリケーション)の採用を決定しました。IMAgeは、急速に成長する東ヨーロッパの
市場向けに、スパー・オーストリアの海外子会社であるオーストリア・スパー・インター
ナショナルAG（ASPIAG）が最初に開発しました。

スパー・オーストリアの工程管理マネージャ、ギュンター・キラン氏は次のように述べて
います。「以前は、店舗マネージャは本社が算出した不正確なデータに頼っていたため、
店舗では頻繁に商品の在庫不足が起きていました。現在は、マネージャが商品の動き、店舗
の在庫や未配達商品を管理することができます。また、IMAgeはとても使い勝手の良い
システムです。このシステムのツールセットは、完璧に社員の要望を実現します。」

スパー IGT・スロベニアの経営責任者であり、ASPIAGのITコーディネーターであるゲルド・
カルニッチング氏は、次のように述べています。「IMAgeを開発する際、使い勝手の良さに
重点を置きました。CSP(Caché Server Pages)の技術を利用して、本社と各店舗用の
アプリケーションに、共通のユーザインターフェースを構築しました。ユーザの立場から

考えると、これは習得可能な唯一の
システムです。このシステムが会社の
競争力を高めます。」

IMAgeシステムを引き続き導入して
いく上で、パフォーマンスと拡張性も

非常に重要です。スパーの店舗は、コンビニエンスストア、高級食材販売店、スーパー
マーケットから、単に食料品だけではなく幅広い商品を扱う大規模小売店の「ハイパー
マーケット」まで、多岐に渡ります。2010年末までには、IMAgeは50のハイパーマーケット
を含む、1,400以上のスパー店舗に導入される予定です。

カルニッチング氏によると、IMAgeソリューションを開発する上で、多くの機能の改善と
追加が行われています。そのいくつかは、InterSystems Zen™ 技術を利用する予定です。

「Cachéの迅速なWeb開発能力、拡張性、高パフォーマンスに非常に満足しています。」

Cachéの迅速なWeb開発能力、
拡張性、高パフォーマンスに、

非常に満足しています。
ASPIAG､ ITコーディネーター､ ゲルド・カルニッチング氏

 スパー・オーストリア/ASPIAG (オーストリア)
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パートナーズ・ヘルスケア
CachéとEnsembleで5万5千のユーザを持つ
重要なアプリケーションをサポート

マサチューセッツ州ボストンに本社を置くパートナーズ・ヘルスケアシステムは、米国で
最大規模の統合医療ネットワークで、複数の大病院と5千名を超える医師を擁しています。

CTOのスティーブ・フラミニ氏は当時を思い起こし、次のように述べています。「私達は
1994年にインターシステムズのデータベースプラットフォームでアプリケーションの開発を
始めました。Cachéの多次元データモデルは、論理的に非常に複雑になりがちな医療データ
に最適です。」これまで、パートナーズ・ヘルスケアのITスタッフは、インターシステムズの
CachéとEnsembleを使用して、臨床および管理部門のアプリケーションを800近く開発、
稼働させてきました。

■ 東マサチューセッツの各地域でパートナーズ・ヘルスケアのネットワーク上に加盟する
プライマリケアを行う何百人もの医師に電子診療記録（EMR）を提供するシステム 

■ 複数のパートナーズ・ヘルスケアの診療所や病院から、マサチューセッツ州公衆衛生
局に約7万5千件の臨床検査結果を毎日送信し、感染症の迅速な特定と拡大を
防ぐシステム 

■ HL7の標準フォーマットで記述され
た遺伝子とゲノムのコンテキストの
両方、または一方のメッセージを伝送
する中央ハブ。メッセージは、パート
ナーズ・ヘルスケア・ネットワーク
の医師と外部の臨床検査機関の間で伝送される 

■ 医師の指示入力システム導入により、薬の副作用は病院全体で17%減少。稼働
当初で、年間1千万ドルもの経費削減を実現

約5万5千のユーザが、Cachéベースの情報に24時間365日アクセスしています。フラ
ミニ氏は次のように述べています。「平均約8千のユーザが同時にシステムにアクセスして
います。しかし、Cachéのトランザクション・データベースエンジンは、それほどの負荷
でも、満足できる速度で過酷なユーザ要求を処理できる能力を備えています。」

フラミニ氏は、もう一つのパートナーズ・ヘルスケアの重要な成功要因として、拡張性を挙
げています。「Caché は規模の変化に容易に対応可能なので、長年にわたって弊社のユーザ
数の拡大に応えてきました」と、フラミニ氏は述べています。現在、Cachéは、1日に平均で
260億データベースアクセス、ピーク時には300億アクセス以上を、処理しています。

「CachéとEnsembleは、私達のIT戦略を達成するための重要な鍵です。また、インター
システムズとはとても良好なパートナーシップを築いており、同社と密接に仕事ができた
ことを嬉しく思います。」

Cachéと Ensembleは、私達のIT戦略を
達成するための重要な鍵です。
パートナーズ・ヘルスケアシステム、CTO､
スティーブ・フラミニ氏

 パートナーズ・ヘルスケアシステム(米国)
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医薬品卸における業務の刷新と物流革新で、
世界最高レベルのシステム構築を目指す

メディパルホールディングス社は、2005年に、日本で最大級の化粧品・日用品卸会社である
Paltac社と、医薬品卸売業のメディセオグループが経営統合して誕生した日本の卸業界
最大手の企業です。グループの総売り上げは、2兆5460億円に上ります（2010年3月期
連結ベース）。

グループ会社であるPaltac社は、InterSystems Caché®を使ったSAMSと呼ばれる総合
物流基幹システムを出荷精度99.999%で運用しており、多くの特許をはじめとする自社
での高いエンジニアリングと技術力をもつことで、大変著名な企業でした。
厳しいビジネス環境の下、卸売業界は、物流の生産性とコスト効率の追求が不可欠であり、
経営統合にあたっては、さらなる競争力を高めるために、Paltac社で培った物流における
高度なノウハウと技術力を活かし、より効率のよい物流システムの構築を目指して、全社的
なシステム改革を推進しています。その中核を担う基盤技術としてCachéを採用しています。

まず取り掛かったのは、医薬品部門、メディセオ社の情報系の刷新と、営業支援システム
（SFA ）のリプレースでした。その両プロジェクトでは、パフォーマンスの大幅な改善、
リソースの低減など大きな成果を上げています。
さらに現在、グループ内の物流革新に取組んでおり、生産性とコスト効率の向上と、定期・
定時・高納品率といった顧客サービス向上を図り、革新的な医薬品物流センターを構築して
います。

メディセオ社が取り扱うアイテムは、
全社で9万アイテム/月にも上ります。
一店舗の薬局の細かい注文から大手
グループ病院の一括発注など、多種
多様な受注にきめ細かく対応し、顧客
にとっての安心・安全を確保して、

シックスシグマ（100万の3.4）の精度を目指した物流システムの構築に取組んでいます。
これまでの医薬品の卸業は担当営業の人的介在も多く、それによる受注や納品ミスも発生
していましたが、今回の新物流システムは、受注から納品までを一括してセンターが請け
負う完全自動化を行い、システム改革のみならず、人的資源の有効活用を含めた業務改革
を進めており、まさに業界にとって革新的な物流の構築を行っています。

第一号は、神奈川における物流センターで、2009年8月に稼働しました。続いて大阪での
稼動が開始され、順次全国への展開を計画しています。

メディセオ社 代表取締役副社長 山岸十郎氏は、Cachéの採用について、以下のように
述べています。「長年に渡ってCachéを運用していますが、処理のスピードはもちろん、
開発スピード、少ないリソース、コストパフォーマンスなどの点で、大変満足しています。」

長年に渡ってCachéを運用していますが、
処理のスピードはもちろん、開発スピード、

少ないリソース、コストパフォーマンスなどの点で、
大変満足しています。

メディセオ社　代表取締役副社長　山岸十郎氏

 メディパルホールディングス（日本）
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スウェーデン HealthShareを利用して
記録的な短期間で国民の電子カルテを開発、展開

2008年、スウェーデンは、全国電子カルテの開発に着手する契約をサプライヤと交わしま
した。このような電子カルテの開発は世界でも初めての試みでした。医療情報交換プラット
フォーム InterSystems HealthShareをベースとした全国患者サマリ（NPÖ）は、患者の
安全と医療の質の向上に向けたスウェーデンの国家 IT 戦略プロジェクトの一つです。
スウェーデンの第一の目的は、時間と場所に関係なく、市民それぞれの重要な医療情報に
医療従事者がオンラインで安全にアクセスできるようにすることでした。

スウェーデンは、短期間で成功を収めてき
ました。1年強で、21の医療地区の最初の
県（オレブロ県）に電子カルテ（EHR）が
配備されました。2012年末までに残りの
医療地区がオンライン化され、スウェーデン
はまさに国家的なEHRを有することに
なります。

実績ある信頼性、拡張性、既存の医療システムとの相互運用性の面から、HealthShareが
選択されました。10名に満たない開発者と管理者がNPÖに取り組み、非常に厳しい時間
的制約の下でこのプロジェクトを成功に導いていきました。

HealthShareを使用すると、医療従事者は、患者のプロフィール、投薬リスト、検査結果、
アレルギー、安全で効果的な医療を確保するために最も重要と考えられるその他の情報を
集約して、ブラウザに表示できます。医療提供者は単にクリックするだけで、概要に関連
する詳細情報を表示できます。検査結果は中央リポジトリに保存され、その他の患者データ
は、必要に応じて地域のプロバイダの電子カルテシステムから取り出すことができます。

NPÖでは、さらに高度なシステムを目指し、HealthShareを使用して、市民がWebポータル
から自身の医療情報にアクセス可能にする計画や、本当の意味で、時間や場所に関係なく、
医師がスマートフォンから必要な医療データにアクセスする計画が進められています。

NPÖを使用すると、全ての医療履歴を確認でき、
他の医師の診察で得た重要な情報が欠落してい
ないことが患者にもわかるので、私たちに対する
患者の信頼や満足感が高くなります。
オレブロ大学病院　診療科　医長、ベンジ・カーマン氏

 スウェーデン全国患者サマリ（スウェーデン）
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ユーレックス証券取引所 Cachéで増大する取引に対応

1998年にドイチェ・ベルゼAG社とSWXスイス証券取引所が合弁で設立したユーレックス
証券取引所は、現在では世界でも有数のデリバティブ取引所となっています。2005年に、
確定利付証券と確定利付債の世界的な証券貸付を扱う、完全に統合された電子マーケット
として、同取引所は新しい部門ユーレックス・セクレンドを発足させました。この部門では、

インターシステムズのCachéを基盤に
構築された「データケアマネジメント」
と呼ばれる自動のデータ管理ソリュー
ションを採用しています。

データケアマネジメントは、ユーレックス
社向けにスタビリ・インフォマティク
社が開発しました。そのきっかけは、

証券に関する情報の収集と統合を手作業で進める旧来の方法では、ユーレックス・セクレンド
の業務を開始できないことが分かったためでした。データは、ブルームバーグ、スイス銀行
SNB、テレクルスなどの情報提供業者から、定期的にExcelファイル形式で、電子メール
で送られます。このほか、他のデータソースのWebサイトにクエリを発行してデータを
取得することも必要です。ユーレックス・セクレンドの責任者であるフランシスコ・ゴンザ
レス氏は、次のように述べています。「これは、当社が外部ソースから入手し、統合した
上で、包括的な品質管理が必要な、きわめて複雑なマスタデータです。」 ユーレックス・
セクレンドが業務を開始したときに処理していた証券は約20,000銘柄でしたが、今では
約60,000銘柄にも及びます。「自動化なしでは、このような大量の統計データは管理不可能
でした」とゴンザレス氏は語っています。

スタビリ社はJavaを開発言語として使用し、高性能オブジェクトデータベースCachéを、
ビジュアルルールのルールエンジンとキウイ社の Web 抽出システムに接続して、ユー
レックス・セクレンド向けのデータケアマネジメントを構築しました。このソリューションは、
多彩なソースからデータを自動的に受け取ります。データは、複雑に組み合わせたビジネス
ルールを使用して、証券取引用のプラットフォームで利用可能なマスタデータストアに
統合します。スタビリ社のゼネラルマネージャであるジャン・トルンカ氏は、当時を思い
起こして次のように語っています。「Cachéのパフォーマンスと拡張性には大きな期待を
寄せていました。私たちが特に評価しているのは、Cachéの複雑なデータに対する処理
能力と、Java環境へのシームレスな接続性です。リレーショナル・データベースにはとても
このような処理は望めません。」

ユーレックス・セクレンドでは、当初の計画通り、世界市場がどんなに成長しても、それに
対応できる体制が完全に整ったと言えます。ゴンザレス氏は、次のように述べています。

「徹底した自動化によって、チームは処理能力の限界から解放されました。当社にとって、
10万銘柄の証券取り扱いはまったく問題ではなくなっています。」

私たちが特に評価しているのは、
Cachéの複雑なデータに対する処理能力と、

Java環境へのシームレスな接続性です。
リレーショナル・データベースには

とてもこのような処理は望めません。
スタビロ・インフォマティク社　ゼネラルマネージャ

ジャン・トルンカ氏

 ユーレックス・セクレンド／
 スタビリ・インフォマティクAG社（スイス）
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Ensembleで疾病の大流行を阻止

ニューヨーク市ヘルスアンドホスピタル社（HHC）は、米国では最大の自治体病院および
ヘルスケアシステムです。11の急性期病院（7,407床）、高い技術をもつ4つの看護施設、
6つの診断・治療センター、80以上の地域診療所をもち、130万人に医療サービスを提供
しています。

他の地方でスナックフードを食べた子供たちの間で、危険なサルモネラ菌感染が大流行
した時、ニューヨーク市医療局（DOH）は、ニューヨーク市の子供たちが感染する前に、
アクションをとりました。迅速なインテグレーションプラットフォームEnsembleを使って
情報システムを構築し、危険の大きい1歳～ 4歳の200名の子供を素早く特定します。
Ensembleベースのシステムは、HHC病院や多くの地域診療所で使われている医療情報
システムからデータを抽出します。

危険にさらされている子供たちの特定をHHCに依頼すると、ニューヨーク市医療局は、
数時間で、家族にコンタクトするために必要な情報を得、子供たちがサルモネラ菌感染の
検査を受診したか確認します。

Ensembleで患者データの単一ビューを構築

医療局がシステム内全てのデータに簡単にアクセスするため、HHCは、全ての病院、診断
センター、地域医療センターから来る患者データを確実に保存、処理、集約、共有する
ソリューションが必要でした。HHCはEnsembleを選択し、マサチューセッツ州チャール
ストンにあるインターシステムズのインプリメンテーション・パートナ、J2社に、今すぐに
DOH内でのデータ共有が必要であることを伝え、データアクセスと解析の広範なニーズに
応えるEnsembleベースのシステムの構築を依頼しました。

結果として、そのシステムでは、HHC施設内でのADT（入院、退院、転院）イベントを
きっかけとして、既存のメッセージルータ内のHL7メッセージが送られる仕組みです。
Ensembleは、継続的にメッセージを分析し、患者中心のデータ構造に集約し、Ensemble
に組込まれた高性能オブジェクトデータベース内に保存します。DOHは、このデータを
リアルタイムのバイオサーベイランスに利用し、HHCは、Webブラウザを使って、システム
全体のアドホックレポートと分析を行います。

 ニューヨーク市ヘルスアンドホスピタル社（米国）
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DeepSeeがタイムコストソリューションの
競争力を高める

タイムコストソリューション（TCS）は、ニュージーランドの金融管理ソフトウェアの開発に
おけるリーディング企業です。Cachéを基盤に開発されたORCA財務アプリケーションに
よって、世界各国の顧客は、予測ではなく、情報に基づいた経営と迅速な意思決定を可能に
しています。TCSは、ORCA財務アプリケーションにInteSystems DeepSeeを組込み、

リアルタイムBI機能を実現しています。

DeepSeeは、TCSの顧客が経営上の
問題や機会を、より正確に、そして迅速
に特定することを支援します。タイム
コストソリューションの取締役 コリーン・

ジョージ氏は、DeepSeeで競合力を高める事ができると考えています。氏は次のように
述べています。「DeepSeeは、当社のソフトウェアに市場性を高めることのできる付加価値
を提供します。また、リアルタムで、かつ使い勝手が良く、実用的なBI機能を、当社の顧客に
提供します。これにより、タイムコストソリューションは、顧客のビジネスにおいて、戦略的
な役割を占めるだけでなく、競合他社より、より大きな価値を顧客に提供することができ
ます。」

オーストラリアのキッチン用品ディストリビュータであるピーターマックインズ社は、既に
ORCA財務の組込みBI機能の利益を享受しています。同社は、DeepSeeを使ったタイム
コストソリューションのダッシュボードを採用して以来、業績を上げています。幹部関係者
は営業に関する最新の主要業績指標（KPI）へのアクセスが可能になります。

DeepSeeにより、ピーターマッキンズ社は、ドリルダウンでORCA財務の業務データを
より詳細に見ることができます。これによりディストリビュータが、商品を提供している
小売業者と、より戦略的に協業しながら、リアルタイムで詳細な営業分析を行え、ビジネス
への変化にスピーディに対応可能になります。例えば、ピーターマックインズ社は、販売
商品で最良なものを特定することで、売上を上げる支援が可能になります。「営業担当には、
より少ない労力で、より多くの需要を確認することができます」と、ピーターマックイン社の
部長、アラン・クーペ氏は述べています。

競争力を高めるだけでなく、DeepSeeを組込むことで、タイムコストソリューションは、BI
機能を顧客に提供し、スピードとコスト効率を改善します。また、DeepSeeは、データウェア
ハウスが不要で、素早く簡単に構成することができます。ジョージ氏は次のように述べて
います。「DeepSeeを使うと、余計なデータを持つ必要がありません。これは、データの
整合性という問題がないということです。それにより、サポートがよりシンプルで容易に
なります。」

当社は、顧客のビジネスにおいて、
戦略的な役割を占めるだけでなく、競合他社より、
より大きな価値を顧客に提供することができます。

タイムコストソリューション　取締役 コリーン・ジョージ氏

 タイムコストソリューション（ニュージーランド）
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お客様のニーズにお応えする

インターシステムズは、様々なトレーニングや技術サポートを
提供し、お客様からは一貫して99%の満足度を頂いています。

教育サービス、トレーニング
インターシステムズ教育サービスでは、お客様が弊社の製品を
最大限に活用できるよう、広範なトレーニングや、e-ラーニング
サービスを提供しています。

ハンズオン・クラスルームトレーニング
アプリケーション開発者の方、インテグレータ、システム
管理者の方には、ハンズオンのトレーニングをご用意して
います。実際のシナリオに基づく課題を使用した有意義な
トレーニングを、弊社トレーニングセンターにて提供します。
ご希望の会場（オンサイト等）での開催については、ご相談
ください。

認定プログラム
インターシステムズ教育サービスのコースを通して、インター
システムズの技術エキスパートとしての認定を受けること
ができます。認定方法は、弊社製品に対するスキル、知識、
応用経験などを標準化し、評価を行います。

e-ラーニングプログラム
クラスルーム・トレーニングと全く同じ内容の、音声と
視覚資料を含んだ無償オンライントレーニングを提供して
います。お客様の都合の良いペースで、オフィスに居なが
らにして受講することが可能です（英語のみ）。

教育機関への取り組み
インターシステムズ教育サービスでは、世界中の大学と
協業し、次の時代の開発者育成を目指して、弊社製品を
授業に取り入れています。求人や開発の必要性に応じ、
インターシステムズの製品に習熟した卒業生やインターン
探しのお役に立てればと考えています。

24×7 ワールドワイドサポート
専門家が皆様の問題解決やご質問に、最良のサービスで
お応えします。米国マサチューセッツ州ケンブリッジに本社を
置き、世界各国に拠点を置くWRC(Worldwide Response 
Center) では、インターシステムズの製品について専門の
知識を持つエンジニアが、24時間365日、多言語でのサポート
を提供しています。

電話、Eメール、インターネットでのサポート
WRCへは様々な手段でコンタクト頂けます。コンタクト
の手段に関わらず、直接専門家に繋がるので、迅速に問題
や疑問点を解決することができます。

お客様がスタンダードを設定
お客様のご希望に合わせて、ご自身で問題の優先度の
設定や変更が行えます。WRCでは、お客様のご許可なく
問題をクローズいたしません。

フォローアップ
問題クローズ後、お客様の満足度についてお伺いしており
ます。

InterSystems Caché® および InterSystems Ensemble® は、米国インターシステムズ社およびその子会社の登録商標です。
InterSystems DeepSee™ 、 InterSystems HeatlhShare™  および InterSystems TrakCare™ は、米国インターシステムズ社 およびその子会社の商標です。

その他製品は、当該各社の商標または登録商標です。
Copyright © 2011 InterSystems Corporation. All rights reserved. 
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